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イ

ン

ド

E

大

陸

と

北

東

ア

ジ

ア

が

焦

点

分
極
化
し
た
国
際
政
治
の
焦
点

一
九
七
四
年の
ア
ジ
ア
を
振
り
返っ
て
み
る
と、
七
0

年
代
初
頭
ま
で
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治の
焦
点
が、
き
わ
め
て
多
角

的
な
方
向に
拡
散
し、
ア
ジ
ア
の
諮
問
勢
が
さ
ら
に
流
動

的
な
も
の
と
なっ
て
い
る
と
と
が
確
認
さ
れ
る。

七
四
年一
月
早々
の
西
沙・
南
沙
群
島
事
件の
勃
発
は、

ア
ジ
ア
の
内
海
と
し
て
の
南シ
ナ
悔の
戦
略
的
重
要
性を

認
識
さ
せ
ずに
は
お
か
な
かっ
た
が
（
本
誌一
九
七
四
年

二
月二
十
六
日
号の
拙
稿
「
西
沙・
南
沙
群
島
事
件の
国

際
的
背
景」
参
照）、
そ
う
し
た
な
か
で
七
四
年
五
月
の

マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
と
の
国
交
樹
立
は、
同
年
九
月、
ィ

メ
ル
ダ・
マ
ル
コ
ス
大
統
領
夫
人
の
訪
中を
実
現
さ
せ
た

フ
ィ
リピ
ン
の
対
中
外
交
と
と
も
に、
A
S
E
A
N
諸
国

と
中
国
と
の
新
し
い
外
交
関
係
の
胎
動を
物
語
る
も
の
で

あっ
た。

と
う
し
た
変
化
は、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
エ
ズ
以
来へ
の
撤

退
に
続
く
E
C
加
現
以
来、
い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア・
太
平
洋

地
域
外
交を
進
め
て
き
た
荻
州、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

大
洋
州
国
家
が、
七
四
年に
は
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治へ
の

本
格
的
な
参
与の
姿
勢
を
示
し
た
と
と
と
と
も
に、
ア
ジ

ア
の
国
際
政
治
の
流
動
化を
よ
り
い
っ
そ
う
促
進
し
た
の

で
あ
る。
ζ
の
と
と
は一
方
で、
ア
ジ
ア
に
広
が
る
「
小

国
の
影」
と
対
抗
的
な
ソ
辿の
ア
ジ
ア
進
出
に
拍
車を
か

け、
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
米・

ソ・
中・
日
四
大
国
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
再
編
成
を
も
た

ら
し
つ
つ、
ア
ジ
ア
の
同
際
政
治
の
焦
点を
さ
ら
に
拡
散

さ
せ
た。

と
の
よ
う
な
過
程の
な
か
で、
結
果
的
に
は、
東
南
ア

ジ
ア
に
あっ
た
ア
ジ
ア
の
間
際
政
治
の
焦
点
が
イ
ン
ド
亜

大
陸
と
北
京
ア
ジ
ア
と
に
分
純
化
し
て
移
行し
た
よ
う
に

も
思
わ
れ
る。

前
者の
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
つ
い
て
は、
イ
ン
ド
の
核
ク

ラ
プ
入
り
（
七
四
年
五
月）
を一
つ
の
テコ
と
し
て、
米

世界週報
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ま住

印
関
係、
ソ
印
関
係
の
新
し
い
展
開
が
み
ら
れ、
イ
ン
ド

洋
に
対
す
る
米
ソ
の
海
洋
戦
略の
強
化
と
米ソ
海
洋
制
怖

に
対
ナ
る
中
国
の
持
戒
の
向
ま
り
と
と
も
に、
い
ま
や
イ

ン
ド
亜
大
陸
は、
亜
大
陸
諸
問
の
不
安
定
な
内
政
や
外
交

の
方
向
と
も
か
ら
ん
で、
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
の
新
し
い

焦
点
に
なっ
て
い
る
と
い
え
よ
う。

後
者
に
凶し
て
は、
朝
鮮
半’品の
訪
問
題、
小
ソ
対
校、

円
中
関
係
と
円
ソ
関
係
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス、
さ
ら
に
シ

ペ
P
ア
開
発
を
め
ぐ
る
ソ・
日・
米の
動
き
ゃ、
u
木
海

海
域
に
お
け
る
ソ
迎の
海
洋
戦
略
の
問
題
な
ど
が、
北
京

ア
ジ
ア
をい
ま
や
注
目
すべ
き
国
際
政
治の
焦
点
と
化
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い。
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
就
任
後の
ア

メ
リ
カ
外
交
が、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官の
イ
ン
ド

亜
大
陸
訪
問、
フ
ォ
ー
ド
大
統
倣一
行
の
変
則
的
な
北
京

ア
ジ
ア
訪
問
と
し
て
七
四
年の
終
わ
り
近
く
に、
ζ
れ
ら

二
つ
の
焦
点
地
域
に
照
帥
を
合
わ
せ
て
第一
泊
手
を
打っ

た
ζ
と
は、
と
の
点
で
単
な
る
偶
然
で
は
ない
よ
う
に
思

わ
れ
る。

197�手新年特大号

インド亜大陸と北東アジアが焦点　世界週報　新年特大号-1975.01.00



「
緊
張
緩
和
」
の

代
償

思
え
ば、
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
が
七
0
年
代
前
半
のい

わ
ゆ
る
「
緊
張
緩
和」
の
時
代へ
向
かっ
て
印
象
的
な
幕

開
けを
始
め
た
の
は一
九
六
九
年
で
あっ
た。
つ
ま
り、

米・
ソ・
中・
日
の
四
大
国
が一
九
六
九
年に
集
中し
て

外
側
か
ら
そ
の
訴
を
聞い
た
の
で
あ
り、
と
の
点を
クロ

ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
列
挙
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る。

付
中
国
共
産
党
九
全
大
会
の
開
仰
（
六
九
年
四
月）
に
伴

う
文
化
大
革
命
の
収
拾
に
よ
る
巾
圏
外
交の
新
しい
辰

口同M。
HRV

 

叫
「プ
レ
ジ、ネ
フ・
ド
ク
ト
リ
シ」
に
よ
るソ
連の
アジ

ア
集
団
安
保
構
想の
公
式
な
表
明
（
六
九
年六
月）
に

伴
うソ
辿
の
新
しい
ア
ジ
ア
外
交
と
そ
の
プ
レ
ゼ
γ
ス

の
拡
大
方
向
の
提
示。

同
「ニ
ク
ソ
ン・
ド
ク
ト
p
y」

E琵，•U量白IJJ定通l!Jiゐ主瑠

（
六
九
年
七
月）
に
よ

る
ア
メ
P
カ
の
新
しい
ア
ジ
ア
政
策
の
表
明
（
ア
メ
リ

カ
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
「
撤
退」
）
と
米
中
接
近へ
の
励

会c。
例
日
米
尖
同
戸
明
（
六
九
年
十一
一ハ）
に一刑
さ
れ
た、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本の
地
位
と
役
訓の
表
明。

こ
う
し
て一
九
六
九
年
は、
米・
ソ・
中・
日
の
四
大

国
が
同
時に
新
しい
ス
タ
ー
ト・
ラ
イン
に・立っ
て
行
動

を
起
と
し
た
年
で
あ
り、
七
0
年
代
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治

は
ζ
と
に
閉
幕
し
たの
で
あっ
た。
と
う
し
た
米・
ソ・

中・
日
回
大
国
の
役
割
と
そ
の
諸
関
係
が
ア
ジ
ア
地
域
の

政
治
的
将
来
を
決
定
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要も
の
で
あ

る
ζ
と
に
つ
い
て
は、
さ
し
あ
た
り
元
米
国
務
長
官ジ
ョ

ー
ジ・
w・
ポ
1
ル
氏の
リ
ア
ル
な
分
析
（2ωロ匂同門

司O毛
R
Z
〉伯
区J
〉【同己目M
E
HV
ぷxwp
』白コ・
H山町斗ω・

口ωω）
を
恕
起
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う。

中
小
諸
国
に
し
わ
寄
せ

こ
の
よ
う
な
背
長の
な
か
で、
米
中
接
近、
巾・
同
の
岡

図
中
首
相
楽
勧
を
績
に
反
臼
感
情
を
爆
発
さ
せ
る

タ
イ
の
学
生
た
ち

ll
刊
年
1
月

P
A
N
A

連
参
加、
ベ
ト
ナ
ム
和
平、
日
中
国
交に
象
徴
さ
れ
る
ア

ジ
ア
の
国
際
関
係の
桝
造
的
な
変
化
が、
い
わ
ゆ
る
「
緊

狼
緩
和」
外
交の
結
泉
と
し
て
も
た
ら
さ
れ、
ア
ジ
ア
の

新
し
い
間
際
環
境
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
と
と
に
つ
い
て

は、
い
ま
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
ない。

だ
が、
い
わ
ゆ
る
「
緊
張
緩
和」
は、
米・
ソ・
中・

日
四
大
国
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
再
編
成
と
と
れ
ら
四
大
国

の
国
益
に
とっ
て
は
有
利で
あっ
て
も、
当
事
国
以
外の

ア
ジ
ア
の
中
小
諸
国
に
とっ
て
は
あ
ま
り
に
も
簡
麟
が
大

き
く、
と
れ
ら
ア
ジ
ア
諮
問
の
内
政
不
安
と
と
も
に、
か

えっ
て
「
緊
張
激
化」
が
も
た
ら
さ
れ
た
函
が
あっ
た。

ア
ジ
ア
諸
国
に
相
次い
だ
ク
ー
デ
タ
ー、
戒
厳
令
体
制
の

強
化
な
ど
が
そ
れ
で
あっ
た。
ζ
の
と
と
は、
大
国
間の

「
緊
強
緩
和」
外
交
が、
い
わ
ば
「
頭
越
し」
に
さ
れ
る

諸
国
の
側
の
相
対
的
に
安
定
し
た
均
衡
榊
造の
創
出
を
配

胤
せ
ずに
な
さ
れ
る
場
合、
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治の
内
両

に
は
か
えっ
て
「
緊
張」
が
激
化
し、
と
く
に
・中
小
諸
国

に
は
「
緊
張」
が
し
わ
寄せ
さ
れ
て、
ア
ジ
ア
諸
国
は
こ

の
点
で
大
国
の
犠
牲
に
な
り
か
ね
な
い
と
と
を
示
し
てい

た。そ
の
意
味
で
は、

の
輩
邸
な
「
緊
限
緩
和」
外
交の
ゆ
え
に、
結
削木
的
に
は

ソ
デ
に
さ
れ
つ
づ
け
た
形
で
あっ
た
円
本
と
の
凶
係
の
重

要
性
が、
い
わ
ゆ
る
石
油
危
機
に
よ
る
「
先
進
工
業
民
主

主
義
国」
の
危
機
以
来
アメ
リカ
側
に
認
敵
さ
れ、
フ
ォ

ー
ド
来
日
に
よ
る
日
米
間の
調
整
が
必
要で
あっ
た
よ
う

に、
と
の
よ
う
な
日
米
関
係の
次
元
を一
つ
ず
ら
し
て、

一
ク
ソ
ン
1
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
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日
中
国
交
樹
立
の
過
程
で
東
南
ア
ジ
ア
や
斡
国、
台
湾と

い
っ
た
ア
ジ
ア
の
周
辺
諸
国
の
動
揺
や
不
安
を
十
分に
顧

慮
し
な
かっ
た
日
本
が、
七
四
年一
月の
田
巾
首
相
の
東

南
ア
ジ
ア
訪
問
以
来
の
反
日
論
の
高
ま
り
に
出
会い、
ア

ジ
ア
の
周
辺
諸
問
と
の
闘
係
の
改
善
に
努
め
ね
ば
な
ら
な

く
念っ
て
い
る
現
実
は、
き
わ
め
て
教
訓の
多
い
結
果
で

あ
る
と
い
え
よ
う。

国
際
政
治
の
新
し
い
課
題

と
と
ろ
で、
皮
肉
念ζ
と
に、
七
三
年
秋
の
石川州
危
機

以
来、
七
0
年
代
初
頭
に
翠々
し
い
頂
上
外
交
を
「
緊
政

緩
和」
を
政
印
に
遂
行
し
て
き
た
首
脳
者
た
ち
は、
東
方

外
交の
プ
ラ
ン
ト
首
相、
米
中
接
近
のニ
ク
ソ
ン
大
統

領、
日
中
国
交の
田
中
首
相
と、
い
ず
れ
も
ス
キャ
ン
ダ

ラ
ス
な
内
政
上
の
つ
まづ
き
に
よっ
て
相
次い
で
出
え
去

っ
て
い
っ
た。
そ
れ
と
同
時に、
七
0
年
代
間
際
政
治
が

「
緊
張
緩
和」
の
時
代へ
向
かっ
て
幕
開
け
し
た
時
点
で

は
ほ
と
ん
ど
予
想
さ
れ
な
かっ
た
諸
課
題
が、
同
際
政
治

に
とっ
て
の
未
曾
有の
品川
要問
題
と
し
て
安
場
し
は
じ
め

たの
で
あっ
た。

い
う
ま
で
も
な
く、
資
源・
エ
ネル
ギ
ー、
人
口、
食

樹、
お
よ
び
海
洋
権
と
い
っ
た
問
題
で
あ
り、
と
れ
ら
人

類
の
生
存
に
とっ
て
原
生
的
か
つ
根
本
的
な
諸
課
題
が
今

日
の
よ
うに
国
際
政
治の
第一
義の
課
題
に
・な
ろ
う
と

は、
つ
い
先
年ま
で
ほ
と
ん
ど
予
想
さ
れ
て
い
・な
かっ
た

の
で
あ
る。

し
か
し、
試
が
つ
い
て
み
る
と、
と
れ
ら
の
諸
課
題
の

解
決
と
調
整の
問
題
と
そ、
世
界
各
国
の
国
益
や
利
害
を

超
え
た
人
類の
重
大
問
題
と
し
て
深い
伴口
を
開
け
て
い

た
の
で
あ
り、
七
四
年に
は
い
ず
れ
も
国
連
主
催
の
資
源

総
会、
市
洋
法一会
議、
人
口
会
談、
食
組
会
識
が
世
界
会

議
と
し
て
開
催
さ
れ
た
と
と
は、
問
題
の
所
在
をい
や
が

う
え
に
も
明
ら
か
に
し
た
と
同
時に、
国
際
社
会
全
体
が

と
れ
ま
で
に
未
経
験の
激
し
い
流
動
と
新
し
い
課
題
を
伴

っ
て、
七
0
年
代
後
半、
ひ
い
て
は
こ
O
世
紀
最
後の
間

半
世
紀
に
突
入
し
は
じ
め
たと
と
を
知
ら
せ
たの
で
あっ

た。つ
い
先
日
ま
で
は、
勢
力
均
衡
外
交
を
主
導
し
て
き
た

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
米
国
務
長
官
が、
最
近、
し
き
り
に
国

際
的
な
相
互
依
符
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
は
じ
め
たの

も、
と
の
よ
う
な
新
し
い
情
勢に
直
面
し
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
ない。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
へ
の
批
判

し
か
し、
い
わ
ゆ
る
「
緊
張
緩
和」
外
交の
巧
み
な
演

出
者
も、
布
の
よ
う
な
新
し
い
課
題
に
直
回
し
て、
と
の

と
こ
ろ
国
際
環
境の
変
動の
ま
に
ま
に
文
字
ど
お
り
右

往
左
往
し
て
い
る
か
に
見
え
は
じ
め、
ζ
の
点
を
「
タ
イ

ム」
誌
（
七
四
年
十一
月
四
日）
が
「
最
近
の
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
長
官
は、
立
派
な
建
築
家
と
い
う
よ
り
は、
単
な

る
修
理
工
の
よ
う
に
み
え
る。
忙
し
く
旅
を
続
け
て
は
い

る
も
の
の、
そ
の
大
構
想の
基
礎
づ
く
り
は一
向に
進
ま

ず、
た
だ
補
強
を
加
え、
割れ
目
が
広
が
ら
ない
よ
う
に

し
て
い
る
だ
け
で
は
ない
か」
と
・制
烈に
皮
肉っ
て
い
た

の
は
印
象
的
で
あっ
た。

と
う
し
た
キッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交に
対
す
る
批
判
は、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
工
業
諸
国
の
動
揺
を
背

京
に
そ
れ
を
考
え
た
場
合、
先
進
工
業
諸
国
の
ジ
レ
シ
マ

の
反
映
で
も
あ
ろ
う
が、
資
源、
人
口、
食
樹、
海
洋
椛

の
諸
問
題
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
とっ
て
も
き
わ
め
て
深
刻
な

課
題
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
ない。
い
ま
だ
国
民
形

成
と
経
済
開
発
の
途
上
に
あ
る
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
は、

ζ
れ
ら
の
問
題
で
先
進
諸
問
以
上
の
苦
悩に
陥
っ
て
い

る。
国
連
主
催
の
各
世
界
会
議に
ア
ジ
ア
諸
凶
が
き
わ
め

て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
の
は、
と
の
と
と
の
反
映
に

ほ
か
な
ら
な
かっ
た。

そ
う
し
た
な
か
で
アジ
ア
諸
国
は
今
円、
A
S
E
A
N

の
域
内
経
済
協
力
強
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
地
以
主
義
的

対
応
の
道
を
模
索
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に、
大
国
の
エ
ゴ

イ
ズ
ム
を
回
避
す
る
た
め
の
自
主
外
交
に
来
り
出
し
つ
つ

あ
る
と
と
も
最
近
の
注
目
すべ
き
動
き
で
あ
り、
マ
レ
ー

シ
ア
の
対
中
国
交
樹
立
は
も
と
よ
り、
フ
ィ
リ
ピ
γ
の
対

山中、
対
ソ
同
時
外
交の
追
求、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
数
少
な

い
産
油
国
イン
ド、不シ
ア
の
多
角
外
交、
タ
イ
文
民
政
権

の
対
中、
対
北
朝
鮮、
対
北ベ
ト
ナ
ム
外
交の
瀬
踏
み4

ピ
ル
マ
の
非
同
盟・
自
力
更
生
路
線、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

「
都
市
国
家」
的
国
家
建
設、
韓
国
の
対
共
産
聞
外
交へ

の
動
き、
台
湾の
多
面
的
な
「
民
間
外
交」
な
ど
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
を
例に
とっ
て
も、
新
し
い
外
交
的
模
索
が
進

88 世界週報1975年新年特大号

み
つ
つ
あ
る。



中
国
の
戦
略
と
ア
ジ
ア

諸
問

E語j・Eま｛！.三；言通l!r�1::ヨ

と
強
調
し
た
郷
小
平
小
閑
代
表
間
同
封
は、
ア
ラ
ブ
諸
同

の
石
油
戦
略
を
「
石
油
を
武
器
と
し
て
た
た
か
わ
れ
た
石

油
闘
争」
の
勝
利
と
し
て
位
低づ
け、
「
社
会
主
義
陣
悦

は、
社
会
帝
国
主
義
が
現
れ
た
た
め
に、
す
で
に
存
在
し

な
く
念っ
た」
け
れ
ど
も、
「
西
側
の
帝
国
主
義
銀
問

も、
資
本
主
義の
発
展
不
均
衡
の
法
則に
よっ
て
四
分五

裂
に
陥っ
て
い
る」
と
語
り、
「
中
国
は
社
会
主
義
国
で

あ
り、
ま
た
開
発
途
上
国
で
も
あっ
て：：：
中
国
は
第
三

世
界
に
属
し
て
い
る」
と
表
明
し
て、
い
わ
ゆ
る
「
第
三

世
界」
の
ρ
造
反H
と
く
に
「
米
ソ
両
超
大
国」
に
対
す

る
グ
造
反H
を
絞
吹
し
た
の
で
あっ
た。

第
三
世
界
の
戸
惑
い

こ
の
よ
う
な
中
国
の
激
し
い
立
場
は、
資
源・
エ・ネル

ギ
1
問
題
の
み
・な
ら
ず、
人
口、
食
組、
海
洋
権の
問
題

に
も
共
通
し
て
い
た
の
で
あ
る。
だ
が、
ア
ラ
ブ
の
「
石

油
闘
争」
を
支
持
し、
制
海
二
O
O
カ
イ
リ
説
を
強
力
に

主
張
し、
い
わ
ゆ
る
人
口
抑
制
策
に
強
く
反
発
し、
食
部

の
桐
互
依
存
体
系
を
拒
否
し、
「
第
三
世
界」
に
お
け
る

多
国
籍
企
業
の
同
有
化
を
汲
吹
す
る
中
間
の
立
場
に
対し

て、
そ
の
よ
う
な
中
国
の
「
世
界
戦
略」
を
受
け
入
れ
る

側
と
し
て
の
「
第一一一
位
界」
と
く
に
ア
ジ
ア
諸
国
主V
惑

い
が
あ
る
と
と
も
市
主
で
あ
る。

ま
ず
お一
に、
社
会
主
義
附
常
が
作
花
し
な
く
なっ
た

と
い
う
小
同
の
主
張
に
対
し
て
は、
北ベ
ト
ナ
ム、
北
朝

鮮
な
どの
ア
ジ
ア
の
社
会
主
持
諸
問
の
反
発
は
も
と
よ

り、
ソ
迎
と
の
関
係
を
「
中
肉
の
泌」
に
対
ナ
る一
定の

安
全
保
障と
考
え
つ
つ
あ
る
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
同
に
とっ

て
も
現
尖
的
な
説
得
力
を
も
ち
得
て
い
ない。

第
二
は、
中
ソ
対
立
の
深
化
が
も
た
ら
す
中
同
の
対
外

戦
略の
中
で、
中
国
が
北
大
西
洋
条
約
機
情（
N
A
T
O）

や
円
米
安
保
体
制
を
高
く
評
価
し
始
め
て
い
る
と
と
に
つ

い
て
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
戸
惑い
で
あ
り、
特
に
数
年
前
ま

で
は「
円
・本
軍
問
主
義」
を
激
し
く
非
難
し
て
い
た
中
国
の

立
場の
変
化
を
ア
ジ
ア
諸
国
は
理
解
し
得
ない
で
い
る。

第
三
に
は、
中
国
の
制
櫛
主
義
批
判に
も
か
か
わ
ら

ず、
小
同
自
身
が
米
中
接
近
の一
方の
当
事
者
で
あ
り、

し
ば
し
ば
キッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
長
官
を
招
制
し
て
い
る
ば
か

り
か、
七
沢
年に
は
フ
ォ
ー
ド
米
大
統
領の
訪
巾・
を
予
定

し
て
い
る
中
国
の
凶
扱
外
交へ
の
不
安。

第
四
に
は、
資
源、
海
洋
椛、
入
門、
食
料
の
諸
問
題

に
つ
い
て
の
中
国
の
立
場の
も
つ
矛
盾に
つ
い
て
で
あ

り、
小
閑
は
今
日、
有
数の
産
油
国
で
あ
り、
資
源
保
有

国
で
あ
る
が
ゆ
え
に、
ア一フ
プ
諸
国
の
「
石
油
闘
争」
を

鼓
吹
し
得
る
が、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
そ
の
よ
う
な
立

場に
ない
ζ
と
で
あ
る。
と
の
点
で
は
「
資
源
外
交」
を

批
判
す
る
中
凶
自
身
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
諸
問へ
の
「
資
源
外
交」
（
原
油輸
出）
に
乗
り
出

し
つ
つ
あ
る
と
と
の
矛
応
も
指
摘
で
き
よ
う。
海
洋
怖
の

問
題
で
も
小
川
の
主
張
は
内
陸
同、
非
大
陸
伯
作
同の
利

告
と一
致
せ
ず、
人
H
問
題
で
は、

－m向
り井、
徹
底
し

た
入
門
抑
制
策
を
とっ
てい
る
と
と
を
H
棚
上
げH
し
て

い
る
で
は
ない
か
と
い
う
批
判
が
人
口
問
題
に
悩
む
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
出
た
の
は
当
然
で
あっ
た。

1975年新年特大号世界週報89 



第
五
に
は、
巾
国
が
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
「
同
家
外
交」

を
民
間
し
よ
う
と
す
る一
方、
タ
イ、マ
レ
ー
シ
ア、
フ
ィ

リy
ピ
シ
な
どの「
旅
命
勢
力」
を一円
び
戸
援
し
は
じ
め
て
い

る
こ
と
で
あ
り、
と
の
点
に
つ
い
て
は、
小
間
内
政
の
複

雑
な
状－M
と
と
も
に、
アジ
ア
諸
凶
は
なお
時
間
を
か
け

て
中
国
の
立
場
を
見
き
わ
め
ね
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う。

と
の
よ
う
に、
小
同
の
「
第
三
世
界」
戦
略
目・封
が
小

川
向・井
の
同
益と
戦
時
に
恭一づ
く
も
の
で
は
ない
か
と
い

う
不
安
や
懐
疑
が、
当
の
ア
ジ
ア
訪
問
に
依
然
と
し
て
広

く・低
流
し
て
い
る
と
と
も
事
実
で
あ
る。
そ
と
で
次
に、

ア
ジ
ア
諸
国
の
動
向
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う。

と
ん
ど
外
交
関
係
を
もっ
て
い
る
と
と
を
顧
み
た
と
き、

中
国
の
近
隣
治
問
で
あ
る
A
S
E
A
N
諸
同
と
小
川
と
の

外
交倒
係
の
樹
立
が
と
れ
ま
で
進
妙
し
て
い
な
かっ
た
と

と
に
と
そ、
注
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
ない。
い
う
ま
で
も

な
く、
と
れ
ら
諸
国
に
とっ
て
小
凶
川
題
は、
川
民
形
成

と
経
済
開
発
の
根
本に
関
連
す
る
内
在
的
な
課
題
で
あ
る

だ
け
に、
外
か
ら
の
「
小
凶の
路」
の
色
浪い
桝
大
に
も

か
か
わ
ら
ず、
A
S
E
A
N
浦
同
は
誰
縮
問
題
や
毛
沢
球

刑
革
命
勢
力
の
問
題
に
も
閲
辿
し
て、
山－
M
と
の
凶
係に

つ
い
て
は
き
わ
め
て
似
市い
に
な
ら
ざ
る
を
仰
な
かっ
た
の

で
あ
る。

そ
れ
だ
けにマ
レ
ー
シ
ア
の
先
駆
的
な
国
交
樹
立
は
注

目
さ
れ
た
が、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で、
マ
レ
l
入
社
会
と

小
同
入
社
会
と
か
ら
成
る
起
も
典
型
的
な
複
合
同
家
で
あ

す
で
に
見
た
よ
う
に、
七
問
作
五
月の
マ
レ
ー
シ
ア
の

るマ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て、
ラ
ザ
ク
政
権
が一
迎の
マ
レ

対
中
同
交
樹
立
は、
A
S
E
A
N
諮
問
の
将
来の
同
際
関

1
化
政
策
を
推
進
す
る
う
え
で、
対
小
閑
交
を
む
し
ろ
メ

係
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
大
き
な
芯
味
を
もっ
て
い
た

リッ
ト
と
考
え
似
る
条
件
が
成
熟
し
て
い
た
か
ら
と
そ
述

が、
A
S
E
A
N
諸
国
が
フ
ィ
リ
ピ
シ
を
除い
て、
ナ
で

成
さ
れ
た
の
で
あっ
た。
対
中
同
交
以
降
に
行
わ
れ
た
総

に
ソ
迎、
東
欧
・お
よ
び
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
訪
問
と
は
ほ

選
挙
で
ラ
ザ
ク
政
権
が
大
勝
し
た
と
と
も、
と
の
ζ
と
を

号81iF8fd

A
S
E
A
N
諸
国
の
新
し
い
模
索

－フ
ザ
ク

マルコス

サ
ン
ヤ

示
唆
し
て
い
る。

ζ
の
点、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
・おい
て
は
事
前
が
や
や
異
な

る。
毛
沢
東
刑心
部
命
勢
力
で
あ
る
新
人
民
軍の
約
成
を
理

由
に
戒
厳
令
下
に
あ
る
フ
ィ
p
ピ
ン
に
・お
い
て
マ
ル
コ
ス

政
権
は、
南
部の
ミ
シ
ダ
ナ
オ
品
や
ス
l
ル
1
訪
山
を
・中

心
と
す
る
回
教
徒の
反
乱
に
依
然
と
し
て
手
を
焼い
て
お

り、
内
政
上
の
不
安
定
性
と
い
う
点
で
は、
今H
ラ
ザ
ク

政
権に
劣
る
と
い
わ
ざ
る
を
叫
ない。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
対
小・
対
ソ
川
時同
交
を
削
え
て
き
たフ
ィ
リ

ピ
ン
で
あっ
た
が、
実
際
に
は
従
来、
対
ソ
関
係の
方
が

進
ん
で
い
たの
で
あ
り、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
夫
人
は
到
に

ソ
辿の
方
を
先に
訪
れ
て
も
い
たの
で
あ
る。
い
わ
ば
マ

ル
コ
ス
夫
人
の
訪
中に
よっ
て
よ
う
や
く
山・ソ
同
列
に
並

ん
だ
感
が
あっ
た
の
で
あ
る
が、
軍
部
の
対
山中
供
重
論
は

依
然
と
し
て
根
強
く、
七
四
年
小に
対
・巾
国
交
が
実
到
す

る
の
で
は
ない
か
と
の
大
方の
予
想
に
反
し、
私
自
身
も

予
測
し
た
と
お
り、
ま
だ
時
間
が
必
要
で
あっ
た
の
で
あ

る
（
本
一花一
九
七
四
年
六
月
十八
日
号の
拙
稿
「
旋
回
す

る
ア
ジ
ア
の
閃
際
環
境
｜｜マ
レ
ー
シ
ア
の
対
中
国
交
と

A
S
E
A
N
諸
問」）。
タ
イ
の
場
合
も、
サ
ン
ヤ
文
民

政
柿
の
法
盤
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ
り、
「
地
方
共

産
政
楠」
に
対
す
る
巾
凶
の
戸
援の
再
燃
と
い
う
問
題
も

あっ
て、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る。

と
の
よ
う
に
見
て
く
る
と、
対
中
国
交
を
軌
と
す
る
A

S
E
A
N
の
将
来
に
は
依
然
と
し
て
多
く
の
問
題
が
残
る

が、
そ
う
し
た
な
か
で
注
目
すべ
き
ζ
と
は、
マ
レ
ー
シ

ア
の
対
中
間
交
が
A
S
E
A
N
外
相
会
謎（
七
同
年
五
月）
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で
討
議
さ
れ、
未
認
さ
れ
た
経
紛
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に、

A
S
E
A
N
の
域
内
協
力
が
徐々
に
地に
つ
い
て
き
た
と

と
で
あ
る。
A
S
E
A
N
諮
問
は
今
H、
ェ、不ル
ギ
l
危

機
や
イ
ン
フレ
問
題、
人
口・
食
料
問
題
に
対
処
すべ
く

域
内
経
済
協
力
に
積
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
り、
七
四
年
五

月
の
第
七
同
外
相
会
議
以
降、
A
S
E
A
N
は
実
質
的
念

域
内
協
力
に
向
かっ
て
の
第二
段
附
に
入っ
た
と
み
な
し

仰
る
の
で
あ
る。
わ
れ
わ
れ
はと
こ
に、
ア
ジ
ア
の
国
際

政
治
に
お
け
る
新
し
い
地
域
主
義
（河
内投o
S
F
ヨ）
の

前
尖
な
発
展の
芽
を
見い
だ
すと
と
が
で
き
る
が、
と
の

方
向
は
ア
ジ
ア
の
同
際
政
治の
激
励の
な
か
で
今
後
さ
ら

に
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

イ
ン
ド
亜
大
陀
と
北
東
ア
ジ
ア

－�Jl;m�l！定書通E：弘主ヨ

今
日、
ベ
ト
ナム
的
勢に
は
な
お
問
題
が
残っ
て
お
り、

カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
も
依
然
と
し
て
腰
指
状
態に
あ
る。
七

四
年
二
月の
ラ
オ
ス
和
平
協
定
に
法
づ
く
ラ
オ
ス
臨
時
民

族
連
合
政
府
も、
ラ
オ
ス
愛
同
戦
線
（パ
テ
ト・
ラ
オ）

側
の
不
満
を
内
蔵
し
て
不
安
定
な
抜
般
の
上
に
乗っ
て
い

る。
し
か
し、
と
も
か
く
も
A
S
E
A
N
の
強
化
と
と
も

に
京
市
ア
ジ
ア
が一
応
の
H
均
衡H
を
保っ
て
い
る
の
に

対
し
て、
イ
ン
ド
盟
大
陸
の
的
努
は
き
わ
め
て
流
動
的
で

あ
る
と
い
え
よ
う。
印パ
戦
争
以
後に
誕
生
し
た
プ
ッ
ト

．
パ
キ
ス
タγ
政
権
も
国
内
の
経
済
不
安
に
ゆ
らい
で
お

り、
バ
ル
テス
タ
ン
運
動に
み
ら
れ
る
分
離
迎
動
に
も
手

を
焼い
て
い
る。
西
北
辺
に
親
ソ
的
な
ダ
ウ
ド・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
政
怖
が
出
現
し
た
と
と
も、
ζ
の
地
域
の
的
勢

の
流
動
化
に
相一昨
を
か
け
て
い
る。
印パ
関
係
や
小
印
関

係の
改
善
の
動
き
も
七
四
年
前
半に
は
み
ら
れ
た
が、
イ

ン
ド
の
シ
ッ
キ
ム
併
合
に
よ
り、
と
く
に
小
印
凶
係
は
再

び
関
係
が
悪
化
し
て
し
まっ
た。

こ
の
よ
う
な
状
況の
な
か
で、
米・
巾・
ソ
三
大
同
の

イン
ド
亜
大
陸
をめ
ぐ
る
戦
略
が
桜
雑
に
交
錯
し
つ
つ
あ

り、
ソ
印
関
係、
米パ
関
係、
巾．ハ
関
係
を
三
つ
の
軸
と

し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
国
際
政
治
は、

石
油
大
国
イ
ラ
ン
の
イ
シ
ド
洋へ
の
軍
事
的
進
出
と
と
も

に
き
わ
め
て
流
動
的
に
な
りつ
つ
あ
る。
イ
ン
ド、
バ
ン

グ
ラ
デ
シュ、
そ
し
て
ア
フ
ガニ
ス
タ
ン
を一
応
網
の
自

に
組
み
込
ん
だ
ソ
迎の
ア
ジ
ア
集
団
安
保
梢
恕
が
今
後
ど

の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
か
も
注
回
すべ
き
で
あ
ろ
う。

イ
ン
ド
斑
大
陸
と
対
称
的
な
北
京
ア
ジ
ア
が
今日
クロ

ー
ズ
アッ
プ
さ
れつ
つ
あ
る
と
と
に
つ
い
て
は、
す
で
に

υ
頭
で
も
述べ
た。
当
聞
の
焦
点
は
朝
鮮
半
必
で
あ
る

が、
南
北
朝
鮮
問の
緊
張
は
最
近
む
し
ろ
増
大
しつ
つ
あ

る。
そ
う
し
た
な
か
で
斡
国
が
内
政
商
で
の
硬
直
化
と
は

対
照
的
に
ソ
辿、
東
欧、
そ
れ
に
小
凶
と
の
外
交
関
係
を

似
霊
に
瀬
踏
み
しつ
つ
あ
り、
す
で
に
文
化、
ス
ポ
ー
ツ

聞
で
は
ソ
迎、
東
欧
諸
国
と
の一
定の
交
流
が
始
まっ
て

い
る
ば
か
り
か、
去
る
十一
月に
は
小
悶
か
ら
も
ト
ウ
ガ

ラシ
輸
入
の
間
接・取
引
が
尖
引出
し
た
と
と
は、
小
さ
なニ

ュ
ー
ス
と
は
い
え
注
目
に
他
ナ
る。
十一
月
の
同
辿
の
朝

鮮
問
題
討
践の
席
上
で、
の
ち
に
訂
正
が
あっ
た
と
は
い

う
も
の
の、
黄
張
中
肉
代
表
が
「
大
輪
民
同」
と
い
う
呼

称
を
朋い
た
ζ
と
は、
と
の
辺
のニ
ュ
ア
ン
ス
を・ボ
す
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
ない。

北
朝
鮮
が
日
本
を
通
し
て
間
接
的
な
対
西
側
外
交に
着

手
し
て
い
る
と
と
も
知
ら
れ
て
お
り、
以
上
の
経
糾
に
照

ら
し
て
も、
い
わ
ゆ
る
「
南
北
交
錯
承
認」
が
現
兆
化
す

る
可
能
性
は
決
b
て
少
な
く
ない。
そ
れ
だ
け
に
北
京
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日・
中・
ソ
三
角
関
係の
微
妙
なバ
ラ
ン

ス
は、
H
・巾・
日
ソ
の
平
和
条
約
交
渉
や
シ
ベ
リ
ア
開
発

の
問
題
と
も
か
ら
ん
で
決
定
的
な
立
昧
を
も
つ
で
あ
ろ
う

が、
中
ソ
対
立
は、
そ
と
に一
時
川
な
流
動
が
あ
ろ
う
と

も、
当
而
は
桂
木
的
に
変
化
す
るこ
と
な
く
推
移
す
る

で
あ
ろ
う。
い
ず
れ
に
せ
よ、
と
の
点
で
は
「
毛・
川
以

後」
の
小
国
が
本
格
的
に
自
己
展
開
す
る
と
き
ま
で
の
移

行
期
に
・お
い
て
は、
すべ
て
が
到
状
維
持
的
で、
あい
ま

い
な
ま
ま
に
な
ら
ざ
る
を
仰
ない
と
忠
わ
れ
る。

以
上
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
新
しい
国
際
環
境
の
な
か

で、
い
わ
ゆ
る
環太
平
洋
外
交に
も
諸
手
し
は
じ
め
た
日

本
外
交
が
果
た
すべ
き
役
割
は
大
きい
が、
情
勢の
流
動

が
激
し
い
だ
け
に、
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
に
対
す
る
鋭い

分
析
力
と
周
到
な
外
交
的
配
肢
が
今
後
さ
ら
に
い
っ
そ
う

要
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。
ア
ジ
ア
諸
国
に
潜
在
し
的
山
し

つ
つ
あ
る
反
日
論
を
静
め
る
た
め
に、
方
向
転
換
し
て
環

太
平
洋
外
交に
探
り
出
し、
経
済
外
交の
・ぽ
僚
を
和
ら
げ

る
た
め
に
文
化
外
交に
泊
手
す
る
と
い
っ
た
姑
ι
な
対
応

で
は、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定に
寄
与
す
る
道
は

決
し
て
広
が
ら
ない
で
あ
ろ
うと
と
も
疑い
な
き
と
と
ろ

で
あ
る。

（
東
京
外
語
大
助
教
授）
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